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決算ハイライト
2026年3月期 決算報告01

86,218 
93,170 96,953 

2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期

売上高

前期比3,783百万円増

（4.1%増）

5,370 
6,386 

7,574 

2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期

営業利益

前期比1,188百万円増

（18.6%増）

4,028 

5,184 
5,969 

2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期

当期純利益

前期比784百万円増

（15.1%増）

増収増益（増収４期連続、増益２期連続）

創業以来、最高の売上高・利益

（百万円） （百万円） （百万円）
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連結決算概要

2025年3月期 2026年3月期 前期比

前期 率 当期 率 増減額 増減率

受注高 97,123 - 107,163 - 10,039 10.3%

売上高 93,170 100.0% 96,953 100.0% 3,783 4.1%

売上総利益 11,780 12.6% 13,598 14.0% 1,818 15.4%

 完成工事総利益 11,251 12.2% 13,024 13.6% 1,772 15.8%

兼業事業総利益 529 45.7% 574 47.5% 45 8.5%

販売費及び一般管理費 5,393 5.8% 6,023 6.2% 629 11.7%

営業利益 6,386 6.9% 7,574 7.8% 1,188 18.6%

経常利益 6,912 7.4% 8,121 8.4% 1,208 17.5%

税金等調整前当期純利益 7,383 7.9% 8,443 8.7% 1,059 14.4%

親会社株主に帰属する当期純利益 5,184 5.6% 5,969 6.2% 784 15.1%

 売上高は、前期からの豊富な工事繰越額を反映した結果、増加

 営業利益は、完成工事高の増加と完成工事総利益率が上昇した結果、増加

 経常利益は、営業外収支で受取配当金が増加した結果、増加

 当期純利益は、投資有価証券の売却益などにより特別利益が増加した結果、増加

2026年3月期 決算報告01

（百万円）
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受注高

 土木部門は、官公庁・民間ともに大型物件の受注により増加

 建築部門は、官公庁にて大型物件の受注があったものの、前期民間にて大型物件を受注した反動により減少

2026年3月期 決算報告01

（百万円） （百万円）

当期の主な受注工事

土木
67,881 

土木
78,346 

建築
29,242 

建築
28,816 

2025年3月期 2026年3月期

民間
78,863 

民間
73,445 

官公庁
18,260 

官公庁
33,717 

2025年3月期 2026年3月期

東海旅客鉄道(株)
中央新幹線山梨県駅(仮称)新設

鉄道建設・運輸施設整備支援機構
北海道新幹線、長万部軌道敷設

西日本高速道路(株)
関西空港自動車道 りんくう第一高架橋他8橋耐震補強工事

土木部門

建築部門
泉大津市
泉大津市立上篠小学校校舎棟改築工事

岡谷鋼機(株)
(仮称)岡谷鋼機株式会社越谷倉庫新築工事

前期比

△6.9%減

97,123 107,163 97,123 107,163

部門別 発注者別

前期比

△1.5%減

前期比

15.4%増

前期比

84.7%増
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売上高

 完成工事高は、前期繰越が豊富であった民間土木に加え、建築も官公庁・民間ともに増加

 兼業事業売上高は、JPタワー名古屋などの安定的な家賃収入により増加

部門別 発注者別

2026年3月期 決算報告01

土木
62,604 

土木
63,251 

建築
29,408 

建築
32,492 

兼業1,157 
兼業1,209 

2025年3月期 2026年3月期

民間
66,829 

民間
69,759 

官公庁
25,183 

官公庁
25,984 

兼業1,157 
兼業1,209 

2025年3月期 2026年3月期

（百万円） （百万円）

93,171 96,953 93,171 96,953

前期比

10.5%増

前期比

1.0%増

前期比

3.2%増

前期比

4.4%増
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当期の主な完成工事
2026年3月期 決算報告01

道の駅周辺整備工事（東ゾーン）愛西市 コンドーテック(株)大阪本社社屋及び倉庫新築工事コンドーテック(株)

名神高速道路 一宮地区（下り線）拡幅工事中日本高速道路(株) 公益社団法人 愛知県看護協会 新研修会館新築工事(公社)愛知県看護協会 港サッカー場改修工事(CCUS活用推奨)名古屋市住宅都市局
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財政状態（貸借対照表）

2026年3月期 決算報告01

 総資産は、前期末からの利益の積上げによる繰越利益剰余金や有形固定資産の増加、完成工事高の増加を主要因とした契約資産（完成

工事未収入金）が増加した結果、増加

 有利子負債は、シンジケーション方式タームローンを契約したことにより増加し、借入金比率は上昇

 自己資本は、利益剰余金やその他包括利益累計額が増加した結果、増加

2025年3月期 2026年3月期 前期比

総資産 109,716 130,915 21,199

借入金・社債 4,782 8,614 3,832

借入金比率 4.4% 6.6% 2.2%

純資産 73,998 85,941 11,942

自己資本 73,718 85,637 11,918

自己資本比率 67.2% 65.4% △1.8％

1株当たりの純資産（円） 2,920 3,392 472

ROE（自己資本利益率） 7.15% 7.49% 0.34%

（百万円）
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キャッシュ・フロー
2026年3月期 決算報告01

 営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権の増加などにより、収入超過

 投資活動によるキャッシュ・フローは、投資有価証券の売却による収入の一方、総合技術研修センターの取得などによる支出により、

支出超過

 財務活動によるキャッシュ・フローは、シンジケーション方式タームローンなどによる収入により、収入超過

2025年3月期 2026年3月期

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,426 5,589

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,308 △5,288

財務活動によるキャッシュ・フロー △952 2,654

現金及び現金同等物の増減額 △5,687 2,954

現金及び現金同等物の期末残高 11,976 14,931

（百万円）
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次期見通し
2027年3月期業績予想02

 受注高は、当期の好調な受注状況を踏まえ、受注の抑制を想定した結果、減少の見通し

 売上高は、創業以来最高の工事繰越額による完成工事高の増加を加味した結果、増加の見通し

 利益は、受注競争の激化、建設資材・労務費の高止まりの懸念などによる工事利益率の低下を想定した結果、減少の見通しだが、引続き

選別受注や収益管理の強化に努めていく

2026年3月期実績 2027年3月期予想 前期比較

通期 中間 通期 中間 通期 中間

受注高 107,163 30,618 100,000 38,000 △7,163 7,381

売上高 96,953 43,933 105,000 47,250 8,046 3,316

営業利益 7,574 2,671 7,400 3,000 △174 328

経常利益 8,121 3,034 7,900 3,400 △221 365

親会社株主に帰属する当期純利益 5,969 2,076 5,500 2,360 △469 283

1株当たり純利益（円） 236.47 82.24 217.88 93.49 △18.59 11.25

1株当たり配当金（円）予想 58 21 66 33 8 12

（百万円）
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株主還元（配当金情報）
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配当金／配当性向推移

（円） （%）

配当政策

安定収益の確保

株主資本の充実

内部留保の確保

累進配当の継続

2027年3月期 目標配当性向30%程度

2030年3月期 目標配当性向50%程度

株主還元03

66
（予想）

30.3
予想

目標
配当性向

50%程度

第20次経営計画
（2027～2029年度）第19次経営計画

目標
配当性向

30%程度
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会社概要

商号 名工建設株式会社

本店所在地 名古屋市中村区名駅一丁目1番4号 JRセントラルタワーズ

代表者 代表取締役社長 松野 篤二

設立 1941年（昭和16年）6月28日

資本金 15億9,450万円

事業内容
▪建設事業（土木工事、建築工事、軌道工事）
▪不動産事業等

従業員数 1,235名（2026年3月31日現在※連結）

グループ会社 名工商事（株）、（株）大軌、（株）静軌建設、（株）ビルメン

上場市場 名古屋証券取引所 メイン市場（証券コード：1869）

北陸支店

大阪支店

静岡支店

東京支店

甲府支店

Appendix

名古屋本店 支店



免責事項

本資料に掲載している情報は、当社をご理解いただくためのものであり、投資勧誘等を目的としたものではありません。本資料における業績予想等は、

現時点で入手可能な情報による予測、判断等に基づいているため、様々なリスクや不確定要素、その他情勢の変化によって結果が異なる場合があります。

また、内容についていかなる表明・保証を行うものではありません。投資に関するご決定は皆さまご自身のご判断において行われるようお願いいたします。

名工建設株式会社 管理本部総務部

TEL： 052-589-1501

お問い合わせ先
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